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 校 長  橋口  直美 
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22 日（月） 『あじさいゼリー』 

 あじさいの花
はな

が色
いろ

づく季
き

節
せつ

です。喜
き

多
た

見
み

小
しょう

にもたくさ

んのあじさいが植
う

えられていますね。そんなあじさいの

花
はな

をイメージして、給
きゅう

食
しょく

では、ぶどうジュースのゼリー

と、カルピスのゼリーをシロップに 

浮
う

かべたデザートを作
つく

ります。見
み

て 

美
うつく

しく、食
た

べておいしいゼリーです！ 

 

 

１１日（木） 『入
にゅう

梅
ばい

こんだて』 

 入
にゅう

梅
ばい

とは、「暦
こよみ

の上
うえ

で梅
つ

雨
ゆ

が始
はじ

まる日
ひ

」で、今年
こ と し

は

６月
がつ

１１日
にち

です。ちょうどこの時期
じ き

にとれるイワシ

は、あぶらののりがとてもよく、一年
いちねん

のうちでいちば

んおいしくなることから特
とく

別
べつ

に「入
にゅう

梅
ばい

イワシ」と呼
よ

ば

れています。そんな入
にゅう

梅
ばい

イワシと、「梅
うめ

」を使
つか

った季
き

節
せつ

を感
かん

じる献
こん

立
だて

です。お楽
たの

しみに♪ 

 

 

  ６月
がつ

１
つい

日
たち

は、国
こく

連
れん

食
しょく

糧
りょう

農
のう

業
ぎょう

機
き

関
かん

（FAO）が定
さだ

める「世
せ

界
かい

牛
ぎゅう

乳
にゅう

の日
ひ

（World Milk Day）」です。これに合
あ

わ

せ、日
に

本
ほん

では一
いっ

般
ぱん

社
しゃ

団
だん

法
ほう

人
じん

J ミルクが、この日
ひ

を「牛
ぎゅう

乳
にゅう

の日
ひ

」、６月
がつ

を「牛
ぎゅう

乳
にゅう

月
げっ

間
かん

」と定
さだ

めています。牛
ぎゅう

乳
にゅう

は、

昔
むかし

も今
いま

も学
がっ

校
こう

給
きゅう

食
しょく

になくてはならない食
しょく

品
ひん

です。牛
ぎゅう

乳
にゅう

への理
り

解
かい

を深
ふか

めましょう。 

成
せい

長
ちょう

期
き

に特
とく

に重
じゅう

要
よう

な「カルシウム」を多
おお

く含
ふく

むからです。カルシウムは骨
ほね

や歯
は

の材
ざい

料
りょう

になりますが、人
にん

間
げん

の骨
こつ

量
りょう

は 18〜20歳
さい

ごろがピークで、歳
とし

を重
かさ

ねるごとに減
げん

少
しょう

して

いきます。身
しん

長
ちょう

をしっかり伸
の

ばすことはもちろん、生
しょう

涯
がい

にわたって丈
じょう

夫
ぶ

な骨
ほね

を維
い

持
じ

す

るために、成
せい

長
ちょう

期
き

にカルシウムを十
じゅう

分
ぶん

とることが必
ひつ

要
よう

です。もちろん、カルシウムだ

けではなく、いろいろな食
しょく

品
ひん

からバランスよく栄
えい

養
よう

をとること、適
てき

度
ど

に運
うん

動
どう

すること、

睡
すい

眠
みん

をしっかりとることも大
たい

切
せつ

です。 

牛
ぎゅう

乳
にゅう

は、生
い

き物
もの

である牛
うし

が生
う

み出
だ

す農
のう

産
さん

物
ぶつ

であるため、飼
し

育
いく

環
かん

境
きょう

や季
き

節
せつ

、えさの

違
ちが

いなどによって、風
ふう

味
み

が変
か

わります。また、牛
ぎゅう

乳
にゅう

の温
おん

度
ど

、組
く

み合
あ

わせる食
た

べ物
もの

、

飲
の

む人
ひと

の体
たい

調
ちょう

などによっても、感
かん

じ方
かた

が変
か

わります。 

私
わたし

たちが生
い

きていく上
うえ

で欠
か

かすことのできない「食
た

べる」こと。毎
まい

日
にち

を元
げん

気
き

に生
い

き生
い

きと

暮
く

らすためには、何
なに

をどのように食
た

べるかがとても重
じゅう

要
よう

です。また、これからも安
あん

心
しん

して食
しょく

料
りょう

を得
え

られるように、未
み

来
らい

へつながる「食
しょく

」について考
かんが

えていくことも大
たい

切
せつ

です。６月
がつ

は

国
くに

が定
さだ

める「食
しょく

育
いく

月
げっ

間
かん

」です。食
た

べることをあらためて見
み

直
なお

し、できることから取
と

り組
く

んで

みませんか？ 

朝
あさ

ごはんを 

食
た

べる 習
しゅう

慣
かん

をつける 

ゆっくり、 

よくかんで 

食
た

べる 

塩
えん

分
ぶん

のとり過
す

ぎ

に気
き

をつけ、 

「適
てき

塩
えん

」を 

意
い

識
しき

する 

食
た

べ物
もの

が何
なに

からできている

か、どこから来
く

るのかを知
し

る 

地
ち

域
いき

でとれたものや、 

環
かん

境
きょう

に配
はい

慮
りょ

した食
しょく

品
ひん

を選
えら

ぶ 

食
た

べ物
もの

の 

無
む

駄
だ

をなくし、 

食
しょく

品
ひん

ロスを 

減
へ

らす 


